
今和5年皮下池田町町会役員箆
合わ5年4月

漢書 �役職名 �名　前 �ふりがな �丁目 �備　　考 
I �顧　　問 �根　来　観　劇 �a∴ご　ろ　と　し　ろ　う �l � 

2 �町　会　艮 �根　来　　巧 �ね　ご　ろ　　た　く　み �I � 

3 �副　会　長 �安　井　和　人 �や∴ず’U・∴か　す　と �2 � 

4 �副　会　長 �角　谷　和　事 �か　ど　や　か　で　あ∴s �I � 

5 �削く旨”良 三，署臆臨 �庵　前　　借 �あ　ん　ま∴え∴∴さ　と　る �3 � 

e �会　　計 �池　田　晴　彦 �い　ゆ　だ　峰　も　ひ　こ �l � 

7 �書　　記 �竹　内　　勤 �た∴け∴う　ち　つ　と∴む �l � 

8 �審　　琵 �瀧　田　直　樹 �噛　ま　磨　　な　若　き �2 � 

q �会計監査 �野　村　助∴窓 �の　む　ら　aieiひ　ろ �2 � 

10 �会計監査 �数　宝　良　司 �す　う∴は　う　り　ょ∴う∴じ �2 � 

‥寧 �∵　請∵減　員 �・宙　や∴弘　一　′ �！た－細目を・こ一年草∴もー �l � 

2 �評　議　員 �松　田　忠　明 �ま　つ　だ　た　だ　あ∴き �3 � 

3 �評　議　員 �角　谷　昌　彦 �寄ヽ　ど　や　ま　き　ひ　こ �I � 

4・ �一軒　議　員　－ �“村　木　憶　仁 �℡∴ら∴き　つ　ね、oIと �2 � 

5 �評　議　員 �富　永　雄　二 �ヒ　み　¢　び　ゅ　う∴じ �2 � 

e �評　議　員 �桂　山　鹿　司 �を、つ　ら　や　ミ　ニ∴う∴c �3 � 

7 �評　議　員 �河　畑　正　信 �か　め　ば　た　a　e　の，ぶ �I � 

8 �評　議　員 �柴　田　貴　之 �Lif∴た∴た　か　ゆ∴魯 �雇う � 

qr �謀　議　貫 �西　村　一　虞 �に　L　c　ち　か　で　き　り �2 � 

10 �藷　議　員 �西　田　茂　雄 �に　し　だ　し　げ∴着 �2 � 

iI �評　議　員 �ミット●シティ7ロント �素　　　　　　　　　　足 �3 � 

一審ai �ー′宙、島連絡・ �滴十島∴轡上奏 �‾か‘わーちis・みl �魯 � 

I3 �会館管理’ �∴　馬前　さつき �あ　ん　ま∴え　ーさ　っ　さ �．3 � 



金型5年度“下池田町町会＿＿事業計画ぜ葦戸

月 �事　　　　案　　　　計　　　　画 
4 �‾○町会費徴収館／50）i　O機長総会（予算総会） 

○三役会〃役員会議 
5 �○町会費徴収（15／21）　　○○埋立てゴミ・廃食用油・刃物類の回収（5／7）． 

一〇三役会置役員会議　　・○町会館改修工革開始－ 
16 �二〇町会費領収簿／待）・　。町内美化運 ����潮時町内一斉清掃前審′）／ 

‘○三役会・役員会怒　　○祭礼用法被の申し込み∴ 

7 �○町会費徴収（7＿／‾9－）　　○埋立てゴミ回収（‾7・／2） 

＿○三役会・役員会議 
’8 �〇、町会萎徴収佃／13）i 

、o三役会重役員会議－ 
9 �iJゝ一 事毒 � ��∴‾：19／・10‘二　　　　　lて－　喜田言霊－9′3－ 葛、 ‾○三役会章役貝会議． 

“10 �○町会費徴収宮Of一部■　io八木地区祭礼 

○三役会」役員会議 
11． �・C的会費徴 ���収（宜／il‾“2）　○埋立てゴミ1°廃食用油」刃物類の回収（1－1js） 

○三役会“役員会議 

門 �∴㊧町会費敏 一○三役会、守 ���収一打2ノ竹0） 役員会話 
R6年 �○巾会費． �� �収（1∴／‾114）二　：○埋立てゴミ回 �収（－1／7）－ 

li �○三役会言役員室譜 
∴2∴ ！ �二〇町会誕観取（餅，111ナ　　∴o久米田漣触戴プ爽惟戟 

1．0三役会「役員会議‘ 

3 �∴○町会費徴収（勃10）　二〇埋立でゴミ回収（欽乱○会計監査、 

○三役会置控貴会請　　o班長総会（・決算総会）1 
‘●寮緯団体合同重機紳擁庵宙∴5君璃∴㊦萄奪宙∴調2蜜豆竹‥¢宙∴鋤i寧日∴1㌧朝．si甘） 

※町会糞の徴収日は・毎月籍を日曜日（但し、二王嵐担相田、．電照は独匪二坦鳥哩重畳）

午前9時から11時までです。
※各境の霞寅さんは、町会線まで田嘘誌鞍叡薄と餅怪でご熊参事さい。

l回＿ 日 �し � � � � � � � � � � � � � � 
i � � � � � � � � � � � � � � 



令和5年度　下池田町自主防災会　事業計画飼蕗L

災害への備えを考えるとき、「自助」「共助」「公助」の3つに分けることができます。
「自助」は、災害が発生したときに、まず自分自身（家族）の身の安全を守ることです。
「共助」は、地域やコミュニティといった周囲の人たちが協力して助け合うことをいい

ます。
「公助」は、市町村や消防、県や警察、自衛隊といった公的機関による赦助・援助
です。
「自助」、「共助」、「公助」のうち、私たち自身にできるのは「自助」と「共助」です。

一人ひとりが、「自分の身は自分で守る」、「自分たちの地域は自分たちで守る」と

いう考えを持ち、日ごろから災害に備えておくことが重要です。

共助（地域“組織）での防災封策として以下の取組の内、本年度は以下のこと
を主に取り組みます

①非常用物品・防災費器材等の準備
②地域の安全点桧や対策
③防災対策マニュアルの策定と検証

月 �事業計画 �月 �事業計画 

4 �予算総会 �10 �防災ニュース発行 

6 �防災委員会 �12 �防災委員会・研修会 

8 �防災委員会 �3 �決算総会 

○下池田町自主防災会　緊急連絡網（案）

本　　　　部 ���� 

会長　根来　巧 

副 �会長 
庵前　悟 
安井　和人 
角谷　和事 

（各班の招集と役割 ���分担、活動の 
統制及び公的機関との連携） 

！ 

情報班（防災委員の皆さん） ���� �班　　　名 �団　　体　　名 

一丁自 �角谷　昌彦 ��090－4909－5244 ��防　火　班 �三十人組・青年団 

ニ丁目 �村木　恒仁 ��090－4283－7762 ��避難誘導班 �世話人“青年団 

三丁目 �松田　忠明 ��090－6824－4637 ��救出救護班 �若頭“子供会 

給食給水班 �地雷保存会“女性クラブ 

※町会の各班の班長さんは、緊急時は速やかに情報班に連絡をお願いします。
※防災会以外には絶対使用しないでください。


